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「チャレンジ」が あふれる学校 

 

校長  山岡 久美子 

 

昨年度の３月のことです。中休み、事務室前で A4 サイズのリサイクル紙を廊下いっぱいに敷き

詰めている３年生に出会いました。「何をしているの。」と尋ねると「何か作りたいなと思って。」と

のこと。「そうなんだね、がんばって。」と声をかけました。 

 

数日後、今度は３年生２人が大きな紙をたたんでいます。「何作るの？」と尋ねると「ツルだよ。」

との答え。最初は飛行機をつくろうと思ったらしいのですが、どうせやるなら、大きなツルづくり

に挑戦しようと考えたそうです。２人で紙を持ち上げ、話しながら作っています。これには正直驚

きました。「すごいね、校長先生はこんな大きなツルをみたことないよ。いいね！」 

 

後日、いよいよツルが完成しました。事務の宮﨑さんや用務員の髙橋さんが３年生の健闘を称え

ながら、大きなツルが自立するように固い紙で支えてくれました。 

 

３月２５日の修了式で私は、子どもたちに大きなツルを見せました。「わぁ、大きい！」「すごい！」

と歓声があがりました。３年生がつくったことを紹介しました。 

 ２人がすごい理由は３つ。やってみたいな、面白そうだなと思ったことにチャレンジしたこと。

大変なことがあっても、投げ出さなかったこと。友達と協力して取り組んだことです。 

 子どもたちには来年度進級したら、やってみたいと思うことにチャレンジしてほしいと伝えまし

た。そこには、大きな学びがあるからです。 

 

 令和８年度は子どもたちにとっても、私たち教職員にとっても、 

チャレンジあふれる学校になるよう、取り組んでまいります。 

今年度もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

  

 

令和８年４月７日 

横浜市立つづきの丘小学校 

 ４月号 

 

～高めよう学び 広げようつながり 輝こう未来へ つづきの丘の子～ 


